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1.登録申請書を手に入れる 
 大学ホームページ、学生ポータルから登録申請書をダウンロードできます。

また、この申請書は、A3棟1階の学生課でももらえます。  

 

3.登録証を自転車の泥除け部分に貼る 

 手続きで受け取った登録証(シール)を、後輪の泥除け部分に貼ります。泥除

けがない場合は、フレームの見えやすいところに貼ります。 

 

登録証が貼り付けられていない自転車は定期的に所定の場所へ移動されてしま

います。必ず手続きをしましょう。 

 

自転車登録はまだ間に合います！ 

2.B14生協売店奥のカウンターへ学生証と申請書を

持って行く 

 B14棟生協売店奥のカウンターへ、登録申請書に必要事項を記入し、持って行

って手続きをします。 

記入事項：学籍番号・氏名、現住所・連絡先(携帯電話) 

        自転車車体番号、防犯登録番号 

※事前に記入されたものを持っていくと、スムーズに手続きができます！ 

 

B12棟学生会館にて行われている自転車登録の特設ブースは5月中に終

了します。そのため、6月以降に自転車登録をしたい方はB14棟生協売店

奥のカウンターにて受付を行う必要があります。自転車を学内で使う予

定のある人は必ず自転車登録をしましょう！ 

登録の仕方 
 だにゃー 
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4月 30日(水)を火曜日

の授業実施日として、授

業回数の不足を補う 

祝日が一部、授業実施日となりました 
 

しかし、振替日に授業を実施できない先生もいたため、土曜日の授業調整日(補講日)に授業

を実施せざるを得なくなることもありました…。 

 

今年度から授業実施日が変わります!! 

例年大阪府立大学では、祝日は授業休講日となっていました。学期ごとに授業を行う回数

は決まっているため、休みとなった曜日の授業は、別の曜日に振り替えられていました。 

4月29日(火)は昭和の

日のため、休講日 

このように例年は、すべての曜日の授業が過不足無く行われるよう調整していました。 

 

いつもの火曜日なら授業がで

きるんだけど、水曜日は他の

仕事があって無理なの…。 

申し訳ないけど、今度の土曜 

日に補講をしましょう。 

他の大学でも勤務している先生だと、「その曜日

は××大学での講義があるので…」という状況に

陥ってしまいます。土曜日の授業実施が多くなる

と、学生にも負担が生じます。 

 
☆授業実施日 

4月29日(水) 昭和の日 

7月20日(月) 海の日 

☆振替休業日 

5月7日(木) 

5月8日(金) 

 

前期 

このままでは火曜日の 

授業回数が 1回足りない 

平成 26年度(昨年度)を例とすると… 

 

 後期 
☆授業実施日 

10月12日(月) 体育の日 

11月23日(月) 勤労感謝の日

☆振替休業日 

10月29日(木) 

10月30日(金) 

 

授業実施日を間違えないように気を付けましょう。 

以上の状況を踏まえて、 
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新大学の間 

 

その前に…  どうして統合するのか？ 

統合することで両大学が持つリソースを最大限に活用し、大阪が抱える地域課題を解決

します。また、大学間競争に打ち勝つ戦略性やスケールを持つことで大阪を国際的に発

展させることが狙いです。 

参考：「新・公立大学」大阪モデル（基本構想） 

統合してレベルアップ!? 
新大学では大きく分けて３つの力が強くなるとのことです。 

I. 教育力 

府大が展開している学際性を重視した学域制と、市大の学術性に主軸を置く学部制。この二

つを合わせることで、大阪をけん引するグローバルな人材が育成できます。 

 

また、カリキュラムの多様性や総合性が拡大し、全学共通教育が充実します。 

大阪府立大学では、大阪市立大学と統合して新しい大学を設置しようとする動きがあり

ます。その府市大統合に関して、「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）が 2 月 27 日

に策定されたので、今回はその中から情報をピックアップしてお届けします。 

具体的には 

地域の課題から地球規模の課題まで 
連携・協力して解決に取り組む人材 

幅広い教養があり、コミュニケーション力や
異文化理解力を併せ持つ人材 
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II. 研究力 

 府大と市大が持つ研究領域を統合することで、領域の垣根を越えた融合研究

が行えます。 

 グリーン、ライフサイエンスなどの大阪が強い先端研究が発展します。 

 企業、他大学、試験研究機関、自治体と協力し、自由な発想に基づくテーマ

型研究と、組織的に取り組む戦略投資型研究ができます。 

 

III. 地域貢献力 

行政へ積極的に提言を行い、地域活性化をプロデュースできます。 

大阪の歴史や伝統、文化を支えて、大阪の産業活性化に貢献する人材が育成できます。 

 地域で活躍できる人材 

 経営ノウハウとチャレンジ精神をもった起業家を目指す人材 

 大阪の中小企業の振興に貢献する人材 

 

  

文学 

商学 

法学 

経済学 

現代システム科学 

生命環境科学 

地球未来理工学 

人間科学 
獣医学 

工学 
医学 

看護学 

新大学で展開する学術分野（学士課程） 

人事・事務体制、キャンパス、社会人大学院、学生支援など、内容盛りだくさんの 

「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）は本学のウェブサイトからダウンロードできます！ 

http://www.osakafu-u.ac.jp/info/integration/integration.html 
ココ 
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―特定の共通教育科目の受講機会の不平等って？― 

 これまで、共通教育科目であり教職科目でもある『健康・スポーツ科学演習Ⅰ』と『健康・

スポーツ科学概論』(以下、特定科目)は、工学域物質化学系学類においては学籍番号でクラ

ス分けが行われており、前期開講クラスと後期開講クラスに分かれていました。 

 しかし物質化学系学類では、1年次の前期に必修科目と初修外国語を履修すると合わせて

24単位となり、CAP制が適用される他の科目が受講できなくなるため、前期開講のクラスの

学生は特定科目を受講することができませんでした。一方、後期では必修科目の単位数が前

期より少ないため、後期開講クラスの学生は特定科目を受講することができました。 

 したがって物質化学系学類では、学籍番号の違いのために、特定科目を受講する機会に差

異が生じていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生自治会は、このように本人の都合にかかわりのない、学籍番号によるクラス分けのた

めに、同一学類内で特定の共通教育科目を受講する機会に差異が生じている状況は、改善す

べきものであると考えました。 

 

共通教育科目の受講機会について 

 

物質化学系学類において生じていた 

特定の共通教育科目の受講機会の不平等について 

学生自治会が改善を働きかけた結果、 

今年度についに不平等が解消されました!! 

※CAP の上限が開放されている場合は 

30 単位まで履修できます 

前期開講のクラスの場合 

受講不可能

上限 24 単位中 

24 単位 

必修 20 単位 

初修外国語 4 単位 

健康・スポーツ 

科学演習Ⅰ 2 単位 

後期開講のクラスの場合 

受講可能

必修 18 単位 

初修外国語 4 単位 

健康・スポーツ 

科学演習Ⅰ 2単位 

上限24単位中（※） 

22 単位 
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 また、2年次に開講される『健康・スポーツ科学演習Ⅱ』も同様に物質化学系学類では学

籍番号でクラス分けが行われていました。しかし前期開講クラスの学生がマテリアル工学課

程に配属された場合、必修科目と開講時間が同じであるため『健康・スポーツ科学演習Ⅱ』

を受講することができなくなっていました。 

 教員免許を取得する学生は、『健康・スポーツ科学演習Ⅰ』または『健康・スポーツ科学演

習Ⅱ』のいずれかを必ず履修しなければなりません。しかし、学籍番号によるクラス分けの

ため、いずれも開講時に受講ができない可能性が生じていました。 

―学生自治会の取り組み― 

 学生自治会では、受講機会の差異について学生の意見を集めるため、昨年度物質化学系学

類の学生に対してアンケートを行いました。高等教育推進機構の前川機構長との話し合いに

おいて、アンケートの結果をまとめて提出することで、この件の改善を求めました。 

―大学側からの回答― 

 2015年の2月に前川機構長より回答書が得られました。 

 回答書によると、平成27年度においては、『健康・スポーツ科学演習Ⅰ』と『健康・スポ

ーツ科学概論』の学籍番号によるクラス分けを廃止することで、受講機会の不平等は解消さ

れることとなりました。また、『健康・スポーツ科学演習Ⅱ』については、学籍番号によるク

ラス分けから課程によるクラス分けへ変更したことにより、マテリアル工学課程の学生も受

講できるようになりました。 

 

項 目 【変更前】  【変更後】 

健康・スポーツ科学概論 
前期水曜１コマ(Ａ組) 

後期水曜１コマ(Ｂ組) 
→ 後期水曜１コマのみ 

健康・スポーツ科学演習Ⅰ 
前期月曜４コマ(Ａ組) 

後期月曜４コマ(Ｂ組) 
→ 前期月曜４コマのみ 

健康・スポーツ科学演習Ⅱ 
前期木曜３コマ(Ａ組) 

後期木曜３コマ(Ｂ組) 
→ 

応化：前期木曜３コマ 

化工、マテ：後期木曜３コマ 

 (※)応化…応用化学課程 化工…化学工学課程 マテ…マテリアル工学課程 

 

 平成28年度以降は、カリキュラムや制度の見直しを含めた対応を行うとのことです。 

 

 

 

回答書は、学生自治会ウェブサイトから閲覧することができます 

(学生自治会ウェブサイトの URLは裏表紙に記載しています) 
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前期自治委員会総会開催 

 
学生自治会は「学生とともによりよい学生生活を実現する」

ことを目的に活動しています。しかし、自治会役員だけで活動を決

定・実行しても、それが実際に学生のみなさんのためになっている

かわかりません。そのため、私たち学生自治会の活動が学生のみな

さんのためになっているかを判断していただく場を設けています。

それが自治委員会総会です。ぜひ、お越しください！！ 

 

 

日付 ６月１８日（木） 

開場 １７時５５分 

場所 Ｂ１棟東大教室 

 

 
  

詳しい内容は
次のページへ 
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1.決議案提議 
学生自治会が、2014年度後期自治委員会総会から半期に行った活動の報告

と、2015年度後期自治委員会総会までの半期に行う活動方針を示した決議

案を提議します。 

2.決算報告 
学生のみなさんからお預かりした自治会費が、2014年度前期自治委員会総

会から1年間でどのように使われたかを報告します。 

3.予算案提議 
これから1年間自治会費をどのように使うのかを提議します。 

4.会計監査報告 
2014年度前期自治委員会総会から1年間の会計に不明確な点や不正がない

か会計監査委員が監査した結果を報告します。 

5.質問回答・質疑応答 
総会中に学生のみなさんから受け付けた提議・報告に関する質問に対して回

答します。 

6.所属・学年ごとの話し合い 
各所属・学年ごとに決議案・予算案などについて話し合ってもらい、意見をまと

めてもらいます。 

7.採決 
提議した各案について、話し合いを踏まえて学生のみなさんに賛成、反対、保

留のいずれかの立場を示してもらいます。 

8.次期中央執行委員会役員選挙 
学生自治会の短期間の活動を決定し、執行する中央執行委員会の役員を決

める選挙を行います。 

 

 

  

前期自治委員会総会内容 
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1：要望書説明会の実施 

大学執行部に対し、要望書説明会を行うとともに、要望の実現を働きかけました。ま

た、要望アンケートで寄せられた要望・意見のうち、要望書に記載していないものにつ

いても意見集としてまとめて大学執行部に提出しました。 

2：生活協同組合への要望・意見の提出 

要望アンケートに寄せられた要望・意見のうち生活協同組合に関するものを、生活協

同組合へまとめて提出しました。 

 
活動報告 

情報収集・情報宣伝に関する活動 
 

要望書に関する活動 
 

1：情報収集の活動 

意見箱やウェブサイト、学生センターとの話し合いなどを通じて学生の意見を収集し

ました。意見箱に寄せられた意見・要望は、必要に応じて大学などに伝え、回答を要請し

ました。 

2：情報宣伝の活動 

自治会総合情報誌『NASCA』やウェブサイトなどの手段を用いて、大学や学生生活関

する情報を発信しました。意見箱に寄せられた要望・意見に対する回答は、自治会総合情

報誌『NASCA』やウェブサイト、意見箱の横に掲示しました。 

また『Twitter』で行った情報宣伝内容について、インターネットを利用しない学生でも

閲覧できるようA6棟横の学生自治会掲示板に掲示しました。 

 

 

  

このページでは、2014年度後期自治委員会総会から現在に至る

までの、学生自治会の活動を報告します。 

情報宣伝・情報収集の活動 
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1:府市大統合に関する活動 

大阪市立大学との統合問題に関して、情報収集・情報宣伝を行いました。また、2月

27日に策定された『「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）』について、自治会総合情

報誌『NASCA』に記事を掲載しました。 

2:大学運営に関する活動 

物質化学系学類において生じていた共通教育科目の受講機会の差異について、

大学側に改善を働きかけました。その結果、受講機会の差異が改善されました。その

経緯や詳細については、ウェブサイトや『Twitter』、今号『NASCA』P.6に掲載すること

で周知を図りました。 

大学運営に関する活動 
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1:立て看板とステージバックの管理・運用 

立て看板やステージバックが安全に管理・運営される安全に管理・運用されるよう

に、悪天候時に立て看板を倒す、立て看板の定期的な点検などを行いました。 

2:新歓時期における管理体制の強化および立て看版取扱いの調整 

3月から5月にかけての新歓時期に立て看板の見回り体制の強化を行いました。ま

た、立て看板による事故を未然に防ぐため、利用団体に対してマニュアルの配布お

よび講習会を実施しました。 

立て看板管理局 

1:定例会の実施 

大型PA＊の現状確認や構成団体間の情報共有、お

よび次回の第4期再購入に向けて月に一度の定例会

を開きました。 

＊：大型音響機器 

大型 PA 再購入実行委員会 

1：情報収集・情報宣伝の活動 

意見箱やアンケートなどの情報収集手段を活用し、りんくうキャンパスの学生の実

情の把握に努めました。意見箱に寄せられた要望・意見に対する学生自治会や大学

からの回答は、りんくうキャンパスの意見箱の横にも掲示しました。また、りんくうキャ

ンパスにおいても自治会総合情報誌『NASCA』を配布しました。 

 

  

りんくうキャンパスに関する活動 
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1:第33回全学新歓実行委員会への協力 

第33回全学新歓実行（全学新）の活動場所として学生自治会室を提供する、学生

自治会役員が実行委員として参加するなどして、全学新への協力を行いました。 

2:クラスオリエンテーション調整会議の実施 

今年度のクラスオリエンテーションを円滑に行うためにクラスオリエンテーション

調整会議を行い、クラスオリエンテーション実施に必要な事項の検討・調整・連絡を

行いました。 

3:入学式・クラブ紹介の実施 

今年度の入学式でのクラブ紹介を円滑に行うために入学式・クラブ紹介調整会

議を行い、クラブ紹介の実施に必要な事項の検討・調整・連絡を行いました。 

4月6日の入学式に実施されたクラブ紹介では、合計27のクラブが参加しました。 

4:新歓時期における新入生への勧誘活動の規制 

3月から5月にかけ、新入生の負担となるような過度の勧誘活動を行わないよう

各クラブ・学生団体に協力を要請しました。また、入学手続き当日には、手続き会場

出口が混雑しないよう規制を行う、入学手続きの妨げとなるような行為や新入生

の負担となるような行為を控えるよう注意喚起を行うなどをしました。 

1:ステージの管理・運用 

ステージの安全な管理・運用や情報共有のために月に一度

の定例会を行いました。また、日常業務としてステージの監

視・保護および注意喚起を行いました。 

2：新歓時期おけるステージ利用の調整 

3月から5月にかけての新歓時期にステージ利用が円滑に

行われるように、調整会議を行い、利用団体に対し日程の調整

や注意事項の確認を行いました。 

学生団体連絡会議 
 

ステージ管理委員会 
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※意見は原文を掲載しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生自治会では、日常的に学生のみなさんの意見を集める情報収集手段の一つ

として、意見箱の設置をしています。ここでは、みなさんからその意見箱に寄せ

られた意見に対する回答を掲載しています。 

 学生生活を過ごす中で、学生自治会や大学に言いたいこと、要望したいことな

どがあれば、ぜひ意見を投函してください！ 

【生命環境科学域獣医学類3回生の方からの意見】 

 きつえん所 特に3Fに 

【学生自治会からの回答】 

 大学に伝えたところ以下のような回答が得られました。 

 りんくうキャンパス利用者の健康増進(受動喫煙防止)等の観点並びに産業医、教職

員及び学生の方々から分煙化を進めるべき旨の要望・意見もあり、 新たに設置する

状況にありませんことをご理解くださるようにお願いします。 

 また、大学では上記の趣旨を踏まえ、平成26年5月より、喫煙スペースを4箇所に

集約し分煙化を進めているとのことです。(屋外に2箇所、4階テラスに1箇所、屋上

に1箇所) 
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【工学域物質化学系学類3回生の方からの意見】 

 コピー機を土日も動かしてほしい。 

【学生自治会からの回答】 

 大学に伝えたところ以下のような回答が得られました。 

 学生会館のコピー機については、生協で管理をしております。 土日についても稼

働ができないか確認しましたが、機器トラブルの対応ができないため、 土日は停止

させて頂きたいとのことでした。ご理解いただくようお願いします。 

 なお、学生自治会室のコピー機は土日でも利用することが可能です。ただし閉室

している場合はご利用いただけませんので、予めご了承ください。(閉室日は不定期

です) 

【生命環境科学域獣医学類2回生の方からの意見】 

 部活動のために中百舌鳥に行く際の交通費が学生にとって大きな負担となってお

ります。大学からの補助などはないのでしょうか。 

【学生自治会からの回答】 

  大学に伝えたところ、以下のような回答が得られました。 

 中百舌鳥キャンパス及びりんくうキャンパスで同一年度に受講する必要がある学

生で、 通常の授業を受けるキャンパス以外のキャンパスで受講するための交通費に

ついては、大学から1/2の補助を、また後援会加入者には 残りの1/2を援助していま

す。しかしながら、部活動のためのキャンパス間移動については、大学からの補助

制度はありません。 
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多くのご意見、 

ありがとうございました！ 

【工学域機械系学類1回生の方からの意見】 

 昼食難民が発生しているので食堂を大きくしてほしい 

【学生自治会からの回答】 

 大学に伝えたところ以下のような回答が得られました。 

 生協基本食堂(学生会館)については、改築計画が予定されています。詳細が決まり

次第、学生のみなさまにお知らせさせていただきます。 

意見箱は、りんくうキャンパスでは 2階

第 2講義室前に、中百舌鳥キャンパス

では C5棟と B12棟に設置してあります。 

ちょっとしたことでも構いません! 

気になったことがあれば、 

ぜひ気軽にご意見をお伝えくだ

さい！ 
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